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一 

は
じ
め
に 

 

私
は
二
〇
〇
一
年
四
月
に
、
論
文
「
わ
が
国
の
都
市
水

利
構
造
物
に
関
す
る
土
木
史
研
究
」
で
博
士(

工
学)

学
位

を
神
戸
大
学
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

論
文
名
は
当
初
、
「
わ
が
国
の
都
市
水
利
史
に
関
す
る

基
礎
的
研
究
」
で
し
た
が
、
予
備
審
査
の
段
階
で
副
査
の

某
教
授
が
「
都
市
水
利
史
」
と
い
う
用
語
が
学
術
用
語
と

し
て
認
知
さ
れ
て
い
な
い
と
文
句
を
つ
け
ま
し
た
の
で
、

や
む
な
く
変
更
し
ま
し
た
。 

私
は
予
備
審
査
論
文
の
な
か
で
、
中
国
水
利
学
会
で
水

利
史
研
究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
一
九
八
五
年
に
は
中
国
水

利
部
の
鄭
連
第
氏
に
よ
る
『
古
代
城
市
水
利
』
も
出
版
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
わ
が
国
に
お
い
て
従
来
バ
ラ
バ

ラ
に
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
水
道
、
下
水
道
、
都
市
河
川
・

水
辺
、
水
環
境
等
を
都
市
水
利
と
し
て
包
括
的
に
研
究
す

る
こ
と
の
必
要
性
と
重
要
性
を
指
摘
し
て
、
そ
の
基
礎
的

研
究
を
行
っ
て
き
た
と
訴
え
た
つ
も
り
な
の
で
、
実
に
残

念
で
し
た
。
そ
こ
で
下
水
文
化
研
究
会
例
会
の
場
を
お
か

り
し
て
、
都
市
水
利
を
主
題
目
に
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 
二 
土
木
史
と
都
市
水
利 

土
木
史
は
建
築
史
な
ど
と
同
様
、
歴
史
研
究
に
お
け
る

分
野
史
の
一
つ
で
、
土
木
に
関
わ
る
各
種
の
史
誌
類
の
発

日
本
下
水
文
化
研
究
会 
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刊
は
戦
前
か
ら
あ
り
ま
す
が
、
研
究
が
本
格
化
し
た
の
は

こ
の
四
半
世
紀
の
こ
と
で
、
一
九
八
〇
年
に
は
土
木
学
会

で
「
土
木
史
学
の
成
立
を
目
指
し
て
」
と
題
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
教
科
書
的
な
書
物
が
出

版
さ
れ
、
多
く
の
大
学
で
土
木
史
の
講
義
が
始
ま
る
の
は

ご
く
最
近
の
こ
と
で
す
。 

一
方
、
都
市
水
利
は
初
め
て
お
聞
き
に
な
っ
た
方
も
お

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
水
利
は
、
わ
が
国
で
は
利
水
に
近

い
水
利
用
の
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

元
来
は
治
水
と
か
親
水
等
の
概
念
も
含
む
よ
う
で
す
。
農

業
水
利
が
比
較
的
知
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

一
九
九
一
年
、
日
本
の
中
国
水
利
史
研
究
会
が
「
中
国

都
市
の
水
利
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

講
演
さ
れ
た
成
都
科
学
技
術
大
学(

現
・
成
都
聯
合
大
学)

の
郭
涛
先
生
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
都
市
水
利
史
研
究
は
こ

の
数
十
年
來
の
新
し
い
学
問
分
野
で
、
歴
史
地
理
学
・
水

運
交
通
史
・
都
市
建
設
史
・
水
利
史
か
ら
の
研
究
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
郭
涛
先
生
の
所
属
す
る
水
利
学
会
に
水
利

史
部
門
が
あ
り
、
河
川
・
湖
沼
の
治
水
・
利
水
、
農
業
水

利
、
運
河
等
に
つ
い
て
多
く
の
研
究
が
行
わ
れ
て
来
ま
し

た
が
、
都
市
水
利
史
研
究
は
中
国
に
お
け
る
八
〇
年
代
頃

か
ら
の
急
激
な
都
市
発
展
を
う
け
て
研
究
が
本
格
化
し

た
よ
う
で
す
。 

水
利
学
会
は
技
術
系
の
学
会
で
す
が
、
水
利
史
は
技
術

だ
け
で
な
く
、
制
度
、
経
済
、
文
化
等
、
多
方
面
か
ら
の

研
究
を
含
み
ま
す
。
都
市
水
利
史
の
研
究
者
は
、
都
市
水

利
施
設
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う
構
造
と
か
技
術
、

そ
の
機
能
と
い
っ
た
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な

主
体
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
に
よ
り
、
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
自
然
条
件
と
社
会
条
件
の
も
と
に
形
成
さ

れ
、
ま
た
変
化
し
た
か
を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
の
で
す
。 

一
九
九
二
年
、
成
都
で
都
市
水
利
史
国
際
学
会
が
あ
り
、

ま
た
、
一
九
九
八
年
に
は
北
京
で
都
市
河
川
の
管
理
と
規

画
を
テ
ー
マ
に
国
際
会
議
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
両
方
に

参
加
し
ま
し
た
。
北
京
で
は
都
市
内
河
川
の
治
水
安
全
度

の
向
上
と
環
境
改
善
の
た
め
の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
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の
で
す
が
、
そ
の
計
画
立
案
に
都
市
水
利
史
研
究
者
も
参

加
し
て
い
ま
す
。 

北
京
は
日
本
の
城
下
町
と
同
様
に
濠
が
あ
り
、
運
河
と

か
都
市
河
川
と
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
都
市
化

の
影
響
で
埋
め
立
て
ら
れ
た
り
、
高
架
道
路
敷
に
な
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
現
地
見
学
で
、
大
運
河
の
出
発
点
と
な

っ
た
廣
源
閘
の
復
元
工
事
を
見
学
し
ま
し
た
。
元
代
の
閘

門
の
一
部
が
発
掘
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
を
復
元
し
廣
源
閘

橋
も
元
代
の
ア
ー
チ
橋
に
修
築
す
る
予
定
だ
そ
う
で
す
。

無
論
、
水
利
史
研
究
者
の
意
見
が
全
面
的
に
採
用
さ
れ
て

復
元
案
が
き
め
ら
れ
る
訳
で
は
な
く
、
現
代
的
な
治
水
・

利
水
・
親
水
等
の
要
求
と
の
調
製
が
行
わ
れ
ま
す
。 

私
は
一
九
七
九
年
頃
に
、
赤
穂
義
士
で
有
名
な
兵
庫
県

赤
穂
市
の
江
戸
時
代
の
水
道
の
学
術
調
査
に
か
り
出
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
の
水
道
の
研
究
に
興
味
を
覚

え
、
同
じ
頃
に
始
ま
っ
た
土
木
学
会
の
土
木
史
研
究
発
表

会
で
発
表
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
水
道
の
研

究
に
ど
う
取
り
纏
め
れ
ば
よ
い
か
悩
ん
で
い
た
時
期
に
、

郭
涛
先
生
の
講
演
と
か
鄭
連
第
著
『
古
代
城
市
水
利
』
に

接
し
て
、
日
本
の
近
世
水
道
を
都
市
水
利
の
枠
組
み
で
捉

え
れ
ば
よ
い
と
気
づ
い
た
の
で
す
。 

学
位
論
文
で
は
、
わ
が
国
の
古
代
都
市
の
溝
、
近
世

都
市
の
暗
渠
都
市
給
水
施
設
、
お
よ
び
近
代
に
な
り
西

欧
の
衛
生
思
想
の
影
響
を
受
け
て
計
画
・
建
設
さ
れ
た

近
代
水
道
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
奥
州
藤
原
氏
の
平

泉
等
の
中
世
都
市
に
つ
い
て
は
、
都
市
水
利
施
設
を
研

究
で
き
る
ほ
ど
に
史
・
資
料
の
蓄
積
が
な
い
の
で
今
後

の
課
題
と
し
ま
し
た
。
本
日
は
、
神
戸
の
近
代
水
道
・

下
水
道
の
講
演
も
あ
り
ま
す
の
で
、
古
代
都
市
の
溝
、

近
世
都
市
の
暗
渠
給
水
施
設
に
つ
い
て
の
み
お
話
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

三 

古
代
都
市
の
水
利 

溝 

 

藤
原
京
に
は
じ
ま
り
平
安
京
で
終
わ
る
、
わ
が
国
の
古

代
都
市
は
、
中
国
に
範
を
と
っ
た
条
坊
制
を
採
用
し
、
碁

盤
目
状
の
整
然
と
し
た
街
路
を
も
つ
こ
と
は
よ
く
知
ら
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れ
て
い
ま
す
。
都
市
水
利
の
観
点
か
ら
は
、
立
地
、
都
市

構
造
、
河
川
、
堀
川
、
溝
、
地
下
水(

井
戸)

等
が
問
題
と

な
り
ま
す
。
立
地
の
特
徴
と
し
て
河
川
に
隣
接
し
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
京
域
で
は
自
然
河
川
か
ら
人

工
水
路
へ
の
改
造
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
宮
城
囲
郭

は
藤
原
京
の
み
二
重
の
濠
を
も
ち
、
平
城
京
・
平
安
京
で

は
宮
城
周
り
の
溝
が
反
対
側
の
溝
よ
り
広
い
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
私
は
街
路
両
側
ま
た
は
片
側
に
設
け
ら

れ
た
溝(

堀
川
含
む)

に
着
目
し
ま
し
た
。 

 

最
初
に
研
究
し
た
の
は
平
安
京
で
す
。
古
代
都
市
の
構

造
に
関
し
て
は
史
料
が
乏
し
い
の
で
す
が
、
平
安
京
で
は

延
喜
式
京
程
京
職
に
街
路
幅
と
あ
わ
せ
て
堀
と
か
溝
の

幅
が
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く
の
発
掘

調
査
が
行
わ
れ
て
い
て
、
報
告
書
類
に
溝
に
関
す
る
記
述

が
あ
り
ま
す
。
発
掘
関
係
者
に
よ
る
と
溝
が
発
掘
対
象
と

な
っ
た
の
は
、
初
期
に
は
溝
の
発
見
が
都
市
の
規
格
決
定

に
役
立
っ
た
た
め
で
、
ま
た
、
溝
か
ら
は
多
く
の
遺
物
が

発
見
で
き
る
た
め
だ
っ
た
よ
う
で
す
。 

溝
幅
に
つ
い
て
発
掘
結
果
と
延
喜
式
の
そ
れ
を
比
較

す
る
と
、
発
掘
結
果
の
方
が
広
い
も
の
が
多
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
西
洞
院
大
路
で
は
西
側
溝
幅
が
一･

八
メ
ー

ト
ル
に
対
し
、
東
側
溝
幅
は
四･

六
メ
ー
ト
ル
と
広
く
、

南
北
方
向
の
皇
嘉
門
大
路
と
道
祖
神
大
路
で
は
東
側
溝

で
南
部
に
位
置
す
る
溝
幅
が
広
く
な
る
等
、
実
際
に
建
設

さ
れ
た
溝
は
延
喜
式
と
は
異
な
っ
て
い
ま
す
。
平
安
京
の

発
掘
記
録
を
も
と
に
等
高
線
を
作
成
す
る
と
、
北
が
高
く

南
に
行
く
程
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
さ

ら
に
平
安
京
の
土
地
利
用
、
土
質
等
か
ら
地
被
条
件
を
仮

定
し
て
、
現
在
の
下
水
道
計
画
に
用
い
ら
れ
る
降
雨
条
件

の
も
と
で
、
溝
が
雨
水
排
除
施
設
と
し
て
機
能
し
て
い
た

か
を
推
算
し
て
み
ま
し
た
。
結
果
は
五
年
確
率
あ
る
い
は

そ
れ
よ
り
低
確
率
の
降
雨
に
対
し
て
溝
か
ら
雨
水
が
溢

れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
面
白
い
の
は
、
延
喜
式
京
程

の
溝
幅
を
基
礎
と
す
る
計
画
モ
デ
ル
よ
り
、
発
掘
調
査
記

録
か
ら
作
成
し
た
実
施
モ
デ
ル
の
方
が
雨
水
排
除
機
能

が
向
上
す
る
の
で
す
。
建
設
す
る
と
き
に
、
雨
水
排
除
を 



 
 
 

 

 
平安京の溝 

無
差
小
路

平

安

宮

(E)

(F)

(F)

(F)

(F)

(B)

(G)

(G)

(G)

(G)

(G)

(G)

(D)
(E) (G) (G) (C) (F) (A) (F) (C) (G) (G) (E)(I) (I)

０ １ ２ｋｍ

東
京
極
大
路

東
洞
院
大
路

西
洞
院
大
路

東
大
宮
大
路

壬
生
大
路

朱
雀
大
路

皇
嘉
門
大
路

西
大
宮
大
路

道
祖
大
路

木
辻
大
路

西
京
極
大
路

堀
川
小
路

西
堀
川
小
路

----- (Ｈ) 小路

一条大路

二条大路

三条大路

四条大路

五条大路

六条大路

七条大路

八条大路

九条大路

近衛御門大路

中御門大路

大炊御門大路

土御門大路
正親町小路

鷹司小路

勘解由小路

春日小路

冷泉小路

押小路
三条坊門小路
姉小路

六角小路
四条坊門小路
錦小路

綾小路
五条坊門小路
高辻小路

樋口小路
六条坊門小路
楊梅小路

左女牛小路
七条坊門小路
北小路

塩小路
八条坊門小路
梅小路

針小路
九条坊門小路
信濃小路

富
小
路

万
里
小
路

高
倉
小
路

烏
丸
小
路

室
町
小
路

町(

尻)

小
路

油
小
路

猪
隈
小
路

櫛
笥
小
路

坊
城
小
路

西
坊
城
小
路

西
櫛
笥
小
路

西
靭
負
小
路

野
寺
小
路

宇
多
小
路

馬
代
小
路

恵
止
利
小
路

菖
蒲
小
路

山
小
路

 
平安京の街路構成 



 
 
 

 

  

 

 
平安京の堀川・溝の雨水排除機能 計画(右)、実施(左) 
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考
慮
し
て
溝
幅
を
改
良
し
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
私
た

ち
の
研
究
を
一
九
九
二
年
の
土
木
学
会
年
次
学
術
講
演

会
で
発
表
し
た
模
様
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送
局
の
ニ
ュ
ー

ス
番
組
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
古
代
都
市
は
雨
に
弱

か
っ
た
と
い
う
内
容
で
す
。 

 

同
様
の
研
究
を
長
岡
京
で
も
実
施
し
ま
し
た
。
長
岡
京

の
場
合
は
史
料
が
な
く
発
掘
記
録
だ
け
か
ら
で
す
。
長
岡

京
の
場
合
は
京
域
に
斜
行
す
る
河
川
が
あ
る
こ
と
、
京
域

外
か
ら
の
雨
水
流
入
が
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。
右
京
に

較
べ
左
京
の
方
が
溢
水
し
て
い
る
排
水
路
が
多
い
の
は
、

地
被
条
件
と
排
水
路
勾
配
の
影
響
が
大
き
い
た
め
で
す
。

結
果
は
平
安
京
と
ほ
ぼ
同
様
で
す
。
古
代
都
市
は
政
治
都

市
で
あ
り
、
雨
天
時
の
活
動
を
考
慮
す
る
必
要
性
が
乏
し

か
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

 

現
在
都
市
の
街
路
側
溝
は
衛
生
施
設
と
し
て
の
下
水

道
の
一
部
と
な
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
類
推
か
ら
古
代
都

市
の
溝
を
評
価
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
す
。
「
古
代

都
市
に
水
洗
ト
イ
レ
！
」
と
い
っ
た
報
道
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
水
洗
ト
イ
レ
を
含
む
下
水
道
シ
ス
テ
ム
の
有
無

に
つ
い
て
正
当
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は
思
え
ま

せ
ん
。 

 

例
会
で
は
、
溝
か
ら
雨
水
を
溢
れ
さ
せ
街
路
上
の
汚
物

を
洗
い
流
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
魅
力
的
な
問
題
提
起
で
す
。
古
代
都
市
の
建
設

に
関
わ
っ
た
人
々
が
溝
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
か
は
不

明
で
す
か
ら
、
碁
盤
目
状
の
整
然
と
し
た
古
代
都
市
を
単

純
に
賞
賛
す
る
の
で
は
な
く
、
土
木
工
学
の
方
法
論
・
知

識
を
駆
使
し
て
そ
の
解
明
を
試
み
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
。 

 

四 

近
世
都
市
の
水
利 

暗
渠
給
水
施
設 

近
世
都
市
は
古
代
都
市
と
は
異
な
っ
た
都
市
シ
ス
テ

ム
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
は
城
下
町
で
す
。
城
下

町
は
水
に
つ
け
る
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
水
辺
に
隣
接

し
た
立
地
と
、
城
を
囲
む
濠
等
で
特
徴
づ
け
ら
れ
ま
す
。

水
利
史
上
の
課
題
は
無
数
に
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
私
は
暗 



 
 
 

 

桂川

犬川

小泉川

小畑川

V

U

Q

E

F

S

直接京域外に流出する流域

桂川に流出する流域

小泉川に流出する流域

小畑川に流出する流域

犬川に流出する流域

H

G

T

SR

I

H

K

A

B

C

P

D

K

W
L

D

X

J

MM

O

N

 

No27-1 No29-1 No29-2

No1-1 No1-2 No28-1 No28-2 No30-1 No30-2 No30-3 No30-4

No2-1 No5-1 No32-1 No34-1 No36-1

No4-1 No6-1 No6-2 No31-1 No33-1 No35-1 No37-1

No3-1 No8-1 No38-1 No39-1 No41-1

No7-1 No9-1 No9-2 No11-1 No38-2 No40-1 No42-1

No10-4

No10-1 No10-2 No10-3 No11-2 No43-1 No43-2 No43-3 No43-4 No43-5

No11-3

No12-3

No17-1 No17-2 No17-3 No12-1 No12-2 No44-1 No44-2

No18-3 No13-5

No18-1 No18-2 No18-4 No19-1 No13-1 No13-2 No13-3 No13-4

No26-1

No45-1 No14-5

No22-1 No22-2 No26-2 No19-2 No14-1 No14-2 No14-3 No14-4

No45-2

No23-1 No23-2 No23-3 No20-1 No21-1 No15-1 No15-2 No15-3 No15-4 No15-5

No24-3 No16-4

No24-1 No24-2 No24-4 No21-2 No16-1 No16-2 No16-3

No21-3

No46-1 No46-2 No25-1 No25-2 No25-3 No25-4

流出係数0.20で溢水 地被条件考慮で溢水  

長岡京の溝の雨水排除機能 
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渠
給
水
施
設
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

『
明
治
以
前
日
本
土
木
史
』
が
全
国
の
近
代
以
前
の
給

水
施
設
を
、
①
一
般
飲
用
、
②
灌
漑
兼
用
、
お
よ
び
③
官

公
専
用
に
三
分
類
し
て
、
ま
た
、
江
戸
と
地
方
に
分
類
し

て
説
明
し
て
い
る
こ
と
は
大
変
有
名
で
す
。
先
述
の
赤
穂

水
道
は
、
①
一
般
飲
用
に
な
る
の
で
す
が
、
調
査
す
る
と

当
初
か
ら
灌
漑
を
兼
用
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
建
設
場
所
、

名
称
、
水
源
、
都
市
で
の
給
水
域
、
都
市
で
の
施
設
構
造
、

目
的
・
用
途
お
よ
び
建
設
主
体
等
で
分
類
し
直
し
ま
し
た
。

暗
渠
給
水
施
設
は
、
開
渠
の
暗
渠
化
と
当
初
か
ら
暗
渠
に
、

後
者
は
さ
ら
に
井
戸(

湧
水
を
含
む)

を
水
源
と
す
る
施

設
と
、
そ
れ
以
外
を
水
源
と
す
る
施
設
に
分
類
で
き
ま
す
。 

こ
の
分
類
を
通
じ
て
、
暗
渠
給
水
施
設
は
大
別
し
て
二

系
統
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
一
つ
は
江
戸
の
玉
川
上
水
を

代
表
と
す
る
為
政
者
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
、
河
川
を
水
源

と
す
る
多
目
的
・
多
用
途
の
大
規
模
施
設
、
他
は
近
江
八

幡
水
道
を
代
表
例
と
す
る
河
川
以
外
を
水
源
と
し
生
活

用
水
・
防
火
用
水
に
目
的
・
用
途
が
限
定
さ
れ
る
施
設
で

す
。 暗

渠
給
水
施
設
の
起
源
と
し
て
は
、
奈
良
・
平
安
期
に

遡
り
『
作
庭
記
』
等
に
示
さ
れ
る
樋
を
用
い
た
給
水
系
と

中
国
明
代
の
西
安
に
建
設
さ
れ
た
施
設
の
模
倣
の
可
能

性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
明
代
西
安
に
暗
渠
給
水
施
設
が
建

設
さ
れ
た
こ
と
は
、
水
道
と
い
う
用
語
の
使
用
と
、
な
ぜ

暗
渠
構
造
に
す
る
か
を
ず
っ
と
考
え
て
い
て
、
『
菽
園
雑

記
』
（
陸
容
撰
、
十
五
巻
、
一
四
九
四
年
刊
）
巻
一
に
、

水
道
が
な
い
の
で
暗
渠
施
設
を
建
設
し
た
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。
発
見
の
契
機
は
諸
橋

轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
で
井
に
つ
い
て
調
べ
た
ら
、
そ
の

用
例
と
し
て
出
て
い
た
こ
と
で
す
。
後
に
ジ
ョ
セ
フ
・
ニ

ー
ダ
ム
『
中
国
の
科
学
と
文
明
』
に
も
出
て
い
る
こ
と
に

気
付
き
ま
し
た
。 

 四
・
一 

玉
川
上
水 

江
戸
の
水
道
と
い
う
と
、
堀
越
正
雄
氏
の
研
究
が
大
変

有
名
で
、『
東
京
市
史
稿 

上
水
編
』
等
の
活
字
化
さ
れ 
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近世の都市給水施設の概要 
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た
史
料
も
豊
富
で
す
か
ら
、
研
究
す
る
こ
と
は
何
も
な
い

だ
ろ
う
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
た
ま
た
ま
彦
根

の
水
道
調
査
を
し
て
い
て
江
戸
彦
根
藩
上
屋
敷
内
の
水

道
配
管
図
を
見
つ
け
た
の
で
す
。「
内
玉
門
繋
樋
筋
絵
図
」

と
題
す
る
絵
図
で
す
。
屋
敷
内
は
樹
枝
状
に
樋
筋(

水
道

管)

が
巡
ら
さ
れ
、
多
く
の
上

水
井
戸
と
二
カ
所
の
泉
水

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
従
来
、

江
戸
の
水
道
と
い
え
ば
庶

民
に
飲
料
水
を
供
給
す
る

面
が
強
調
さ
れ
て
き
た
わ

け
で
す
が
、
江
戸
は
江
戸
城

を
中
心
と
し
て
多
く
の
大

名
屋
敷
が
建
設
さ
れ
た
軍

事
都
市
で
あ
り
、
江
戸
城
と

か
大
名
屋
敷
へ
の
給
水
が

ど
の
様
で
あ
っ
た
か
が
よ

り
重
要
な
は
ず
で
す
。
こ
の

史
料
の
発
見
を
切
っ
掛
け
に
、
江
戸
市
内
に
お
け
る
玉
川

上
水
の
構
造
と
機
能
の
研
究
を
始
め
ま
し
た
。 

玉
川
上
水
の
江
戸
市
内
流
量
は
明
治
期
の
資
料
か
ら

高
々
四
立
方
メ
ー
ト
ル
／
秒
程
度
で
す
。
江
戸
に
お
け
る

玉
川
上
水
の
暗
渠
入
り
口(

四
谷
大
木
戸)

と
配
水
域
末

 

｢内玉門繋樋筋絵図｣ 
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端
に
は
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
低
差
が
あ
り
、
上
水
井
戸

天
端
か
ら
水
を
溢
れ
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
配
水
網
の
ど

こ
か
で
放
流
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
が
容
易
に
わ

か
り
ま
す
。
『
上
水
記
』
の
絵
図
で
上
水
の
排
水
先
を
調

べ
る
と
、
下
水
と
濠
に
流
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

彦
根
藩
上
屋
敷
で
の
泉
水
は
基
本
構
造
上
必
要
で
あ
り
、

無
駄
に
放
流
す
る
の
で
は
な
く
泉
水
に
利
用
し
て
い
た

の
で
す
。
江
戸
城
西
之
丸
、
吹
上
御
庭
、
清
水
屋
敷
、
い

く
つ
か
の
大
名
屋
敷
、
役
屋
敷
内
に
つ
い
て
も
配
水
構
造

が
わ
か
る
史
料
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
ら
か
ら
玉
川
上

水
が
江
戸
市
内
で
は
、
生
活
用
水
、
防
火
用
水
だ
け
で
は

な
く
江
戸
城
濠
用
水
、
江
戸
城
吹
上
御
庭
・
大
名
屋
敷
の

庭
園
へ
の
泉
水
用
水
、
下
水
へ
の
注
水
を
行
う
多
目
的
・

多
用
途
施
設
で
あ
る
こ
と
が
解
明
で
き
ま
し
た
。
江
戸
城
、

大
名
屋
敷
で
は
生
活
用
水
供
給
施
設
と
し
て
の
機
能
は

小
さ
い
の
で
す
。 

 

私
た
ち
は
近
代
水
道
の
視
点
か
ら
、
水
道
は
飲
料
水
供

給
施
設
と
い
う
固
定
観
念
を
も
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の

で
す
が
、
水
が
ど
こ
か
ら
来
て
何
処
へ
流
れ
て
い
る
の
か

を
丹
念
に
調
べ
て
い
く
と
、
玉
川
上
水
は
近
代
水
道
と
は

異
な
っ
た
思
想
の
も
と
に
建
設
さ
れ
使
わ
れ
て
い
た
こ 

 

 

玉川上水の構造模式図 



 
 
 

 
 

玉川上水の吐樋位置と排水先 
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と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

 

四
・
二 

近
江
八
幡
水
道 

近
江
八
幡
水
道
に
つ
い
て
は
『
滋
賀
縣
八
幡
町
史
』
に

古
式
水
道
と
し
て
一
九
三
三(

昭
和
八)

年
当
時
の
状
況

も
含
め
詳
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
現
在
も

一
部
使
用
さ
れ
て
い
て
、
現
地
調
査
の
過
程
で
一
九
八
五

年
八
月
一
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
近
畿
放
送
局
の
ウ
イ
ー
ク
エ
ン

ド
近
畿
で
「
生
き
て
い
る
日
本
最
古
の
水
道
」
が
放
映
さ

れ
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
に
も
出
て
き
ま
す
が
、
水
質
検
査
の

結
果
、
飲
料
可
能
と
判
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

近
江
八
幡
水
道
は
慶
長
一
二
年
創
設
と
伝
え
る
複
数

形
等
の
暗
渠
給
水
施
設
の
総
称
で
す
。
水
利
用
は
生
活
用

水
と
防
火
用
水
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
江
八

幡
水
道
で
は
町
人
に
よ
り
建
設
さ
れ
、
維
持
管
理
が
行
わ

れ
て
き
た
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
構
造
は
、
浅
層
地

下
水
帯
に
側
壁
に
穴
を
あ
け
た
樽
を
設
置
し
て
集
水
装

置
と
し
、
竹
樋
で
導
水
・
配
水
し
、
江
戸
と
同
様
の
上
水

井
戸
、
地
元
で
は
単
に
井
戸(

古
く
は
池)

と
呼
ぶ
、
で
水

汲
み
利
用
し
て
い
ま
す
。
近
江
八
幡
に
複
数
の
給
水
系
が

 

 

吹上御庭での玉川上水 



 
 
 

 

 
近江八幡の古式水道 

(『滋賀縣八幡町史』) 
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あ
り
、
各
々
井
戸
組
合(

古
く
は
池
仲
間)

を
つ
く
っ
て
、

維
持
管
理
し
て
い
ま
す
。
井
戸
組
合
は
規
約(

定)

を
も
ち
、

役
員
、
井
戸
株
、
給
水
範
囲
、
料
金
等
が
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
井
戸
株
と
い
う
の
は
、
井
戸
設
置
の
権
利
で
総
数

が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
新
規
に
井
戸
を
造
る
場
合
は
井
戸

株
を
購
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
涼
料
は
水
源
の
使

用
料
で
、
水
源
地
を
所
有
す
る
村
と
か
町
に
支
払
わ
れ
ま

し
た
。 

近
江
八
幡
水
道
と
構
造
の
類
似
す
る
施
設
は
周
辺
都

市
の
長
浜
、
彦
根
、
大
津
と
四
国
の
高
松
ほ
か
、
全
国
各

地
に
分
布
し
て
い
ま
す
。
『
日
本
水
道
史
』
各
論
編
Ⅰ
、

Ⅱ
、
Ⅲ
等
に
み
ら
れ
る
類
似
施
設
の
所
在
地
を
あ
げ
る
と
、

北
海
道
松
前
市
、
宮
城
県
仙
台
市(

柳
清
水)

、
同
松
島
町
、

山
形
県
村
山
市
、
福
島
県
福
島
市
、
同
郡
山
市(

山
水
道)

、

同
三
春
町
、
群
馬
県
草
津
市
、
新
潟
県
新
津
市
、
愛
知
県

半
田
市
、
福
井
県
高
岡
市
、
同
小
矢
部
市
、
三
重
県
楠
市
、

大
阪
府
茨
木
市
、
同
八
尾
市
、
香
川
県
坂
出
市
、
長
崎
県

小
浜
町
、
鹿
児
島
県
加
世
田
市
、
同
山
川
町
等
と
な
り
ま

す
。 近

代
水
道
で
は
、
一
八
九
〇(

明
治
二
三)

年
制
定
の
水

道
条
例
に
よ
り
公
営
原
則
が
打
ち
出
さ
れ
る
わ
け
で
す

が
、
制
定
の
過
程
で
は
イ
ギ
リ
ス
等
の
私
企
業
水
道
と
同 

 

近江八幡水道の構造模式図 



 
 
 

 

 

『中井戸株帳』(中井戸西組所蔵文書より作成) 
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様
の
施
設
を
建
設
す
る
動
き
も
あ
り
ま
し
た
。
近
世
の
わ

が
国
で
は
地
域
住
民
が
自
分
た
ち
で
建
設
し
維
持
管
理

し
た
民
営
水
道
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

玉
川
上
水
の
配
水
管
の
大
部
分
は
木
樋
で
あ
り
、
近
江

八
幡
水
道
は
竹
樋
で
す
。
西
欧
近
代
水
道
と
は
異
な
り
低

圧
・
開
放
給
水
系
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
生
活
用
水
供
給

施
設
と
し
て
は
近
代
水
道
に
比
肩
す
る
ほ
ど
の
施
設
だ

っ
た
と
思
え
ま
す
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
長
期
に
わ
た
っ
て
、

都
市
基
盤
施
設
と
し
て
機
能
で
き
た
わ
け
で
す
。 

 

五 

お
わ
り
に 

以
上
、
古
代
の
溝
、
近
世
の
暗
渠
給
水
施
設
を
都
市
水

利
施
設
と
し
て
土
木
史
の
観
点
か
ら
検
討
し
た
わ
け
で

す
が
、
ま
だ
研
究
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
ら

の
研
究
は
現
在
の
水
道
・
下
水
道
問
題
の
解
決
に
直
接
繋

が
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歴
史
研
究
一
般
が
そ
う
で

あ
る
よ
う
に
、
問
題
を
根
底
的
に
考
え
戦
略
的
な
方
策
を

生
み
出
す
手
助
け
と
な
る
も
の
で
す
。 

今
後
と
も
わ
が
国
の
都
市
水
利
史
研
究
を
続
け
て
い

く
所
存
で
す
。
ご
静
聴
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

（
二
〇
〇
一
年
九
月
一
六
日
） 

 (

追
記)  

本
稿
は
、
平
成
十
三
年
九
月
十
六
日
実
施
の
講

演
の
骨
子
を
踏
襲
し
つ
つ
、
大
幅
に
書
き
改
め
た
も
の
で

あ
る
。
講
演
時
に
多
く
の
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
た
が
、
大
半

は
割
愛
し
た
。 

ビ
デ
オ
二
本
を
途
中
に
挟
む
ま
と
ま
り
に
欠
け
た
講

演
で
あ
り
、
録
音
も
悪
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
原
稿
遅

延
は
す
べ
て
筆
者
の
怠
慢
に
よ
る
。
関
係
者
に
深
く
お
詫

び
す
る
と
と
も
に
、
原
稿
掲
載
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 


